事例　４.６－１　　緊急時の対応（化学物質管理）手順　

	○○工業株式会社　管理標準

	名称

緊急時の対応（化学物質管理）手順
	登録番号
	４－０－２

	
	制定日
	０８年1月２０日

	
	改定日
	

	規則・手順の分類：緊急時の対応システム
	改定番号
	Ｋ０

	
	頁
	１／１

	作業の流れ
	作業内容
	担当
	備考

	トラブル情報を入手

↓

緊急報告

↓

状況の調査

↓

不適合範囲の確定

↓

取引先への連絡

↓

不適合の原因究明

↓

対策の検討

↓

対策の処置

↓

報告書の作成と

提出
	トラブル情報を入手

上司に報告するとともに、化学物質管理責任者にトラブル情報の内容を報告する
	全員
	RoHS指令

取引先グリーン調達基準

	
	状況の調査

トラブル情報の内容を検討し、不適合の状況を確定する
	化学物質管理責任者
	

	
	不適合範囲の確定

生産管理システムをベースにトレーサビリティーの確認を行い、不適合の範囲を明確化する
	化学物質管理責任者
	

	
	取引先への連絡

不適合品が取引先へ出荷済、又は直近の納入に対しインパクトが有る場合は、一報を取引先調達担当者へ連絡する
	化学物質管理責任者
	

	
	不適合の原因究明

原因の究明を行い、「外部購入品に原因がある」のか「自社生産工程に原因がある」のかを見極める
	化学物質管理責任者
	

	
	対策の検討

原因が「外部購入品に原因がある」場合

　　在庫品・不適合品の返却、適合品の納入

について緊急対応を打合せ、あわせて再

発防止策の検討を要求する

原因が「自社生産工程に原因がある」場合

　　再発防止策とともに、緊急生産対応を検

討する

取引先への納入済品の処理を検討する
	化学物質管理責任者
	

	
	対策の処置

対策として決定したことを、責任者、納期を明らかにして実施する。あわせて効果の確認を行う
	化学物質管理責任者
	

	
	報告書の作成と提出

対策が決定したら、実施項目の責任者、納期を明らかにして、報告書を作成し、関係する取引先へ提出する
	化学物質管理責任者
	








